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Town Topics　 まちの だいわ

場所：町長室

　藤崎小学校へ図書やＤＶＤ等の購入資金が寄附され

ました。寄附をした野呂正朝さんは「少しでも子ども

達の役に立てばと思って続けている。子どもを大事に

する町であってほしい。」と話していました。

子どもたちの教育のために10
13

場所：町長室

　10月10日、11日にスポカルイン黒石で行われた第

21回東北小学生バドミントン大会において常盤ジュ

ニアバドミントンクラブから８名が入賞し、子どもた

ちは12月23日から27日に福岡県北九州市で行われる

第24回全国小学生バドミントン大会に出場すること

を町長に報告しました。

全国大会での活躍を誓って10
28

場所：町長室
スポーツを通じた国際交流を10

27

　青森県と中華人民共和国天津市とのテニスによる交

流事業に参加することを常盤小学校４年生の横山周旺

くんが町長に報告しました。横山くんは「この事業に

参加してテニスを強くなりたい。」と抱負を語りました。

　10月10日、11日に山形市で行われた第13回東北児童

軟式野球新人大会において、藤崎レッドファイターズが

３位の成績を収めたことを町長に報告しました。キャプ

テンの村上誼くんは「春の大会で優勝して全国大会へ

行きたい。」と話していました。

場所：町役場大会議室
自信を胸に次なる舞台へ10

30

場所：町文化センター

　平成27年度第37回藤崎町小中学校音楽発表会が開催

され、町内の各小中学校が参加しました。３小学校の

児童や藤崎中学校吹奏楽部の演奏や明徳中学校３学年

による合唱が行われ、会場は大いに盛り上がりました。

美しい演奏を奏でて10
16

　１１月７日(土)、明徳中学校で開催された

「第50回立志式」でのひとコマ。

　明徳中学校の２年生が自分の

将来の夢や目標、それに向けて

どのような努力を行うかについ

て発表しました。また、それに

対して３年生からは激励のこと

ばが贈られていました。

～表紙の説明～～表紙の説明～お詫びと訂正
　広報ふじさき11月号において、次の箇所に誤りが
ありました。お詫びして訂正します。

・まちのわだい　
　９月１７日「集まった善意を地域のために」
　(誤)「…委員長の木村侑人さんは…」
　(正)「…委員長の木村唯人さんは…」
・戸籍の窓
　(誤)「福舘　菊池　睦男(５９)」
　(正)「福舘　菊池　睦男(８７)」

　藤崎町図書館の事業として「おはなしボックス」が開催され、大勢の子ども達が集まりました。

　ときわっ子本の会によるストーリーテリング(本を見ないで物語をお話しする手法)、藤本佳代子さんによる、パ

ネルに絵を貼ったり外したりしながらお話が展開するパネルシアター、わっこの会による朗読劇など、様々なお

話が巧みな話術によって披露され、子ども達は大いに笑いながら楽しそうにお話に聞き入っていました。

場所：常盤生涯学習文化会館
素敵なお話に耳を傾けて11

７

　津軽新報社が津軽南地域で各分野において多大な成果をあ

げている人を表彰する第23回烏城賞の表彰式が行われ、徳下

地区で生物多様性の保全活動や有機農法を先導してきた山内

宏さんが表彰されました。山内さんは「賞は地域の皆さんから

のプレゼントだと思っている。活動はまだ始まったばかり。これ

からさらに頑張らないといけない。」と話していました。

場所：黒石市

第23回烏城賞受賞
おめでとうございます

10
31

　農業経営に携わる家族が経営方針や役割分担、就業

条件などについて話し合い、ルールとして明文化した

家族経営協定の調印式が行われました。経営主の山内

敏さんは「これを機に安定した農業経営を行い、地域

の農業に貢献していきたい。」と話していました。

場所：町役場中会議室
安定した農業経営のために11

12

赤十字活動への積極的な参加を

　４月２６日に日本の凧の会津軽カイト支部がライフコート平川で開催した「国際交流凧フェスタinふじ崎

２０１５」において、被災地支援のために今年も「希望の凧」の販売を行い、弘大留学生の「お国の料理」の売上

金と合わせて３１，８８５円を日本赤十字社青森県支部に寄付し、その活動が日赤あおもりに掲載されました。

　津軽カイト支部代表の佐藤とく子さんは「青少年が小さい頃から赤十字活動に参加するというのは大事な

こと。町民の方々の温かい心を被災地の方々に伝えられてうれしいです。」と話していました。

　佐藤イツ子人権擁護委員が、委員の任期が満了し、平成

２７年９月30日付けをもって退職となりました。佐藤委員

は、多年にわたり人権擁護委員として国民の人権擁護と人

権思想の普及高揚に貢献された功績により、このたび法

務大臣から感謝状が贈呈されました。

場所：青森地方法務局弘前支局
人権思想の普及高揚に貢献10

22
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　町では安全・安心な冬期交通を確保するため、町内会からの要望や町内委託業者との意見交換の結果を踏まえ

「藤崎町除雪計画」を策定し、生活道路交通の安全確保を目的に除雪作業を行っています。

　除雪業務は業者委託を中心とし、降雪量が概ね10センチメートルに達した場合に出動します。除雪作業は、午

前０時から午前７時までに実施します。ただし、気象状況や道路状況等により日中の除雪作業が必要となる場合

は、幹線道路を中心に行うこととしていますので、皆様のご理解をお願いします。

　住民の皆様のご理解とご協力がなければ、安全で快適な道路確保をするための円滑な作業を行うことができま

せん。地域ぐるみの除排雪を考え、協力し合いながら雪を克服しましょう。

安全・安心な交通確保のため除雪作業に
ご理解・ご協力をお願いします

建設課からのお知らせ

■お問合せ　建設課管理係(内線2234、2235)

～雪置き場のお知らせ～
　町内２か所に雪置き場を設けますのでご利用ください。なお、事業者の方が雪置き場を利用する場合

は、町からの許可書が必要ですので、必ず事前に町建設課へ申請して許可を受けてください。

　また、雪置き場設置期間は、積雪状況により変更になる場合があります。その際は、町内放送や町ホー

ムページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)等でお知らせします。

◆場　所　○藤崎地区　弘前市大字中崎地区の岩木川河川敷(国交省借用地)　21,000㎡

　　　　　○常盤地区　藤崎町大字若松地区の町営墓地公園内　5,557㎡

◆期　間　平成28年１月４日(月)～３月18日(金)

◆時　間　午前８時30分～午後５時(時間外は閉鎖しています。)

◆利用者　藤崎町民、町内事業者

※毎年、たくさんのゴミ等が雪解けとともに見受けられます。雪以外の土砂やゴミ等は絶対に持ち込まな

　いようお願いします。

　県では、深夜等における除排雪作業中むやみに除雪車両に近づいたり、その場に雪を出す場合、除排雪作業を

中止することがありますので、十分注意してください。

　また、県で設置し、町で管理している融雪溝のフタについては、使用後確実に閉めてください。除雪作業時に

フタが毎回開いている箇所については、県がコンクリート製のフタに交換しますので、ご注意ください。

　除雪作業により工作物等の破損を受けた場合や、除雪等に関するご意見・ご要望は、町建設課へご連絡

ください。(場所等の確認のため、住所・氏名・連絡先をお知らせください。)

除雪に関する町民の皆さんへのお願い

○雪が降る前に準備しましょう

　道路沿いの屋根から落ちる雪は、歩行者や車に

とって危険です。屋根には雪止めを付ける等の対策

をお願いします。また、民地の樹木の枝等が路上に

張り出し、除雪作業の支障となるおそれがあるもの

については、所有者の方が事前に処理してください。

○路上駐車・夜間駐車はやめましょう

　除雪作業や一般車両の通行の妨げになりますの

で、道路上には駐車しないでください。特に夜間の

路上駐車は除雪作業ができなくなりますので、絶対

にしないでください。

○雪を道路や歩道に捨てるのはやめましょう

　道路への雪出しは、道幅が狭くなるばかりでな

く、歩行者や車の交通の妨げになり非常に危険で

す。気づいた時は、町内で注意を呼びかけ合うな

ど、ご協力をお願いします。

○除雪車には近づかないようにしましょう

　作業中の除雪車に近づくのは非常に危険です。除

雪作業車は、右側走行をすることもありますので、

十分注意してください。歩行者の方は、除雪中には

絶対に近づかないようにしてください。

○出入口や周辺の除排雪に

　ご協力ください

　除雪作業車が通過した際、除

雪した雪が宅地の出入口をふさ

ぐことがあります。除雪作業車

の通過後に戸口の雪を寄せてく

ださるようご協力をお願いしま

す。また、歩道やゴミ収集所、消火栓、防火水槽の

周りなど、自宅周辺の雪かきにもご協力ください。

○ゴミ収集箱等の表示や移動について

　ゴミ収集箱等の道路に設置されている物が、雪に

覆われ見えにくくなることから、除雪機械で破損す

る場合があります。ゴミ収集箱等については、自宅

敷地内に設置するか、目印の旗等で除雪車から見え

るようにしてくださるようご協力をお願いします。

○空き地を利用させてください

　町内の道路状況によっては、雪捨て場がない地域

があります。田や畑、空き地等を利用させていただ

くことがありますので、ご理解・ご協力をお願いし

ます。

　融雪溝は、狭い道路等での子どもや高齢者等の歩行者の安全確保のために、道路脇に寄せられた雪を処理するために

設けられている設備で、自宅敷地内の雪を処理するために設けられたものではありません。毎年、自宅内の雪を大量に投

入し、雪が溶けない等の相談がありますが、融雪溝の利用方法をご理解いただき、ご利用くださるようお願いします。

　融雪溝へ雪を捨てた後は、フタを確実に閉め、取っ手を完全に収納してください。歩行者や車両が誤って落下

したり、取っ手につまづいて怪我をする事故が発生しています。また、除雪作業のとき破損するおそれがありま

す。破損したフタは各家庭で取り替えをお願いすることもありますので、ご注意ください。

①使用可能時間については、原則24時間投雪が可能ですが、次の放水目安時間以外の時間は放水が停止してい

　るため、雪が溶けにくくなっています。

　※放水時間目安

　・自動設定(通常降雪時)　午前５時～午前９時、午後４時～午後７時

　・手動設定(大雪時)　　　午後７時～午後９時を除く22時間運転

②放水バルブ・止水板は、絶対に触らないでください。

③放水バルブが設置してある場所に投雪しないでください。

融雪溝の利用について

　吹雪等による危険路線の冬期間通行止めを実施します。通行止め路線の入口にバリケード・看板を設置し通行

車両へ周知しますので、ご注意ください。

通行止め路線について

県道除排雪および県設置融雪溝の利用について

○沼田宮本線一部(林崎)

○柏木堰中野目線一部

　(柏木堰・県道五所川原黒石線～

　　　　　　　　　中野目・県道五林平藤崎線)

○前田西前田南線(中野目)

○前田西線(中野目)

○矢沢柏木堰前田線一部

　(矢沢～柏木堰・県道五所川原黒石線)

○種増福富線一部(矢沢)

○岩井線一部(中島)

通行止め路線一覧
○杉山豊成五番囲線一部

　(矢沢～藤越・県道黒石藤崎線までの直線道路)

○豊岡１号線一部

　(東町・県道前坂藤崎線～藤崎中学校前付近)

○藤崎停車場下袋線一部(舘川町)

○新城２号線・西浅田中川原線一部(舟場)

○早稲田平中線(中島・県道五所川原黒石線～水木)

○福左内北田線一部(水木)

○福舘水木線一部(久井名舘～富柳入口付近)

○久井名舘北原１号線一部(久井名舘)

 常盤企業会からのお知らせ

・医療法人 ときわ会
・オリジナルテクノロジー(株)
・(株)工藤工作所
・(株)シグマックス

・(株)スーパー佐藤長
・(株)タナックス常盤営業所
・(株)みちのくクボタ
・DMノバフォーム(株)青森事業所

常盤企業会は地域の発展を目指す藤崎町の誘致企業グループです。
常盤企業会の会員

・(社)桐栄会
・東和電機工業(株)
・張山電氣(株)
・和電工業(株)
・福田道路(株)東北支店弘前営業所今後、常盤企業会の会員企業紹介を毎月掲載します

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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開催日 イ ベ ン ト 名 イ　　ベ　　ン　　ト　　内　　容 問 い 合 わ せ 先

12
月

１日
～2月29日

弘前エレクトリカルファンタジー 市内の文化財施設などをライトアップ。街中にファンタジックな空間を演出します 弘前市観光政策課　　 ☎35-1128

11～13日
22～24日

弘前市プロジェクション
マッピング

青森銀行記念館にプロジェクションマッピングを投影します 弘前市観光政策課　　 ☎35-1128

13日 The 津軽三味線2015 冬 津軽三味線300人の大合奏など、本場ならではの迫力と感動を体感できるイベントです
The 津軽三味線実行委員会
(弘前商工会議所内)　　 ☎33-4111

13日 お正月飾り教室 古代米を利用したお正月飾りを手作りしませんか。申し込みは12月10日まで
田舎館村総合案内所「遊稲の館」
　　　　　　　　　 　☎58-4689

19日 大鰐温泉スキー場シーズンオープン 今シーズンのオープンを祝して、たいまつ滑走などのセレモニーが予定されています
大鰐温泉スキー場管理事務所

　　　　　　  ☎49-1023
31日 平川ねぷたまつり「冬の陣」 市制施行10周年を記念して、今年は大晦日にねぷたまつりを開催します 平川市商工観光課　　  ☎44-1111

１
月

１日 常盤八幡宮年縄奉納行事
元日の朝、巨大な年縄を八幡宮に奉納し、新年の五穀豊穣や家内安全を祈願す
る伝統行事

常盤地区コミュニティ協議会
　　　　　　☎65-2959

２日 こけし初挽き 正月の恒例行事。白装束に身をまとった工人が新年最初のこけしをつくります 津軽こけし館　　　　☎54-8181

３日 新春マラソン(板柳町) 新春の朝、町内を走るマラソン大会。お楽しみ抽選会もあります
板柳町教育委員会生涯学習課　　
　　　　　　　　　　☎72-1800

14日
平川市イルミネーション
プロムナード

平賀駅前通りの街路灯や建物等にイルミネーションを設置し、点灯します 平川市商工観光課　　  ☎44-1111

17日 3色うどん打ち教室 古代米入りの3色うどんをあなた自身の手で打ってみませんか。申し込みは1月10日まで
田舎館村総合案内所「遊稲の館」

　　　　　　　☎58-4689

２
月

上旬～ 雪の降るさと2016 たくさんの雪だるまに灯されたローソクが会場を彩ります。雪を使ったイベン
ト盛りだくさん

津軽伝承工芸館　　　☎59-5300

５日 平賀はしご酒まつり 参加店の中から指定された軒数をはしごし、ゴール後豪華賞品が当たる抽選に挑戦
平賀はしご酒まつり実行委員会
事務局　 　 　 　 　　 ☎44-3055

６日 板柳はしご酒らりー どのお店に行くかは当日のお楽しみ。豪華賞品が当たる抽選会もあります 板柳町商工会　　　　☎73-3254

６～14日 スノーアートフェスティバル(仮称) 雪原をキャンパスに足跡で描くスノーアートが、弥生の里展望所にてご覧になれます 田舎館村企画観光課　　☎58-2111

７日 旧正マッコ市
市内参加店で早朝に買い物をするとマッコ(お年玉)がもらえます。恒例の福まき
も人気です

黒石商店街協同組合　　☎53-6030

11日 りんごの里いたやなぎ雪まつり 雪上ゲーム大会、もちつき、みかんまきなど、雪に親しみ冬を楽しむまつりです 板柳町経済課地域振興係 ☎73-2111

11～14日 弘前城雪燈籠まつり さまざまな雪燈籠や大雪像など。13日と14日の夜、140ｍを超える石垣に映像を投影 弘前市立観光館　 　  ☎37-5501

13日 全日本ずぐり回し選手権大会 津軽地方冬の遊び「ずぐり回し」の全国大会。子供から大人まで、優勝を競います
黒石こみせまつり実行委員会
(黒石商工会議所内) 　☎52-4316

14日 猿賀神社七日堂大祭
柳の大枝を盤上に打ちつけ出来秋の豊凶を占う柳からみ神事やゴマの餅まきが
行われます

猿賀神社　　　　　　☎57-2016

20日 黒石じょんから宵酔酒まつり 飲み処「よされ横丁」界隈の店をまわりゴールすると抽選で豪華景品が当たります
黒石じょんから宵酔酒まつり実行委員会
(黒石観光協会内)　　　☎52-3488

21日 第22回乳穂ヶ滝氷祭 豊凶占い、豊作祈願などの伝統行事が行われるほか、ステージショーが催されます 目屋観光協会　　　　☎85-2800

　
藩
政
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
黒
石

名
物
﹁
旧
正
マ
ッ
コ
市
﹂
が
、
２
月

７
日(

日)

の
早
朝
に
市
内
商
店
街
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
午
前
５
時
か
ら
、
横
町
特

設
会
場
で
豪
華
賞
品
の
引
換
券
な
ど

が
た
く
さ
ん
入
っ
た
恒
例
の
﹁
福
ま

き
﹂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
商
店
で
は
、
各
種

商
品
を
割
引
販
売
す
る
他
、
金
額
に

応
じ
て
マ
ッ
コ(

景
品)

の
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
イ
ベ
ン
ト
内
容(

予
定)

　

　
○
福
ま
き
　
○
夢
札
抽
選

　
○
マ
グ
ロ
解
体
即
売
会

　
○
ダ
ブ
ル
マ
ッ
コ
抽
選
会
　
他

▽
お
問
合
せ

　
黒
石
商
店
街
協
同
組
合

　
☎
53
ー
６
０
３
０

﹁
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
﹂
の
今
シ
ー

ズ
ン
の
オ
ー
プ
ン
は
12
月
19
日(

土)

、

営
業
エ
リ
ア
は
国
際
エ
リ
ア
と
な
り

ま
す
。

▽
営
業
期
間(

予
定)

　

　
12
月
19
日(

土)

～
３
月
13
日(

日)

　
※
大
会
期
間
中
は
、
一
部
コ
ー
ス

　
　
の
利
用
制
限
あ
り

▽
営
業
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

　
※
気
象
状
況
、
そ
の
他
に
よ
り
、

　
営
業
開
始
時
間
お
よ
び
営
業

　
　
終
了
時
間
の
変
更
あ
り

▽
リ
フ
ト
料
金(

１
回
券)

　
○
中
学
生
以
上
＝
３
０
０
円

　
○
小
学
生
以
下
・
60
歳
以
上

　
　
＝
２
５
０
円

　
※
11
回
券
や
１
日
券
、
５
時
間
券
、

　
シ
ー
ズ
ン
券
も
あ
り
ま
す
。
毎

　
週
土
曜
日
は
、
中
学
生
以
下
１

　
日
券
が
５
０
０
円
で
す
。
シ
ー

　
ズ
ン
券
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
大

　
人
、
シ
ニ
ア
、
無
記
名
の
も
の

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

　
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
お
問
合
せ

　
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
管
理
事
務
所

　
☎
49
ー
１
０
２
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

://w
w

w
.o

w
an

i-ski.co
m

/

黒
石
名
物
旧
正
マ
ッ
コ
市

黒
石
市

“津軽”の
話題満載

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

「
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
」
オ
ー
プ
ン

大
鰐
町

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の８市町村により、要介護認定審査・
障害支援区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

■お問合せ　福祉課健康係(内線2120)

　特定健診や各種がん検診を受けるとき健康調査票を持参しますが、今回はその調査票(3027

人)を集計した結果についてお知らせします。(平成26年度集計結果より)

　藤崎町はBMI25以上の肥満の方が同規模町村と比較して多いので、肥満予防に関連した項目

で見てみました。

チャレンジ ひまわり運動
～ひまん予防の輪づくり～

自分の適正体重

　知っていると答えた人は６割でした。

【適正体重の計算方法】

身長(ｍ)×身長(ｍ)×22＝(○○㎏)

　22はBMI指数で病気になりにくい指数とい

われています。25以上では肥満になりますの

でご注意ください。

【肥らないようにするために】

・ゆっくり20分かけて食べましょう。

・先に野菜から食べると、野菜が腸に

　ねばねば(食物繊維の粘着力)を作る

　ので腹持ちが良くなります。

・夜の間食は控えましょう。

・口に食べ物を入れてから、１時間後

　に家事等で体を動かすようにしましょう。

食事にかかる時間は？

・10分未満　　　　　18.4％

・10分以上20分未満　55.5％

・20分以上30分未満　21.8％

・30分以上　　　　　 3.2％

20分以上かけて食べている人は

４人に１人でした。

・就寝前２時間以内に夕食を食べることが

　週３回以上ある人は　　　　　　　　19.2％

・夕食後の間食を週３回以上食べる人は16.2％

・１回30分以上の運動を週２日以上、

　１年以上実施している人は　　　　　32.4％

野菜を食べる頻度・量

　毎日食べると答えた人は　　　　　58.9％

　１日量摂れていると思われる人は　14.2％

　年代別では40代が5.7％と野菜の摂り方が少ないという結果でした。

　野菜は毎日食べましょう。毎日食べている人は１皿増やしましょう。

※野菜からは細胞が傷んで修理するときに必要なビタミンがたくさん

　摂れます。(ビタミンは体ではできません) また、糖やコレステロー

　ルの吸収を阻止したり、便の量を増やすなどの働きがあります。

わたしはどのくらい食べればいいの？

(適正エネルギー)

　知っていると答えた人は２割弱でした。

　１日に必要なエネルギーは一人一人違います。

また、性別や仕事など生活の内容によっても必要

なエネルギーが変わってきます。

(計算の仕方は保健師・栄養士まで相談を)

　安心して生きていくことができる町を目指し、大切なこころや命を守るため、こころの健康についての講座を

開催します。

■お問合せ　福祉課健康係(内線2122)

わくわく講座のお知らせ

テーマ「あなたと私の命を大切に～うつと自殺の関連～」

○日　時　12月16日(水)　午後１時30分～午後３時

○場　所　町文化センター　３階「多目的ホール」

○講　師　青森県立保健大学　健康科学部　教授　大山　博史　氏

○対　象　町民の方ならどなたでも参加できます。

○申込み　参加ご希望の方は12月８日(火)までに福祉課健康係へお申込みください。

旧正マッコ市恒例の「福まき」

12月19日オープンする

「大鰐温泉スキー場」
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藤崎町高齢者世帯等
除雪援助事業のお知らせ

高齢で雪処理が困難な方の除雪援助を行います

◆対象者(年齢基準日：平成28年４月１日)

　①70歳以上の一人暮らし高齢者

　②70歳以上(２人とも)の老夫婦世帯

　※上記①②とも、町内に直系二親等の親族(子ど　

　　も、孫等)の居住者がいない方

◆除雪の要件・範囲

　①おおむね15㎝以上の積雪を対象とします。

　②自宅(玄関先)から自宅前の道路(公道)までの生活  

   　道路が対象で、除雪幅は歩行可能な幅員とします。

　③屋根の雪下ろし、屋根からの落雪の片付けなど、

　　生活道路以外の敷地内の除雪や排雪は対象外です。

◆利 用 料　無料　※期間中５回まで

◆利用期間　12月７日(月)～平成28年３月15日(火)

◆利用時間　午前８時30分～午後４時

※利用を希望する方は、町福祉課・町社会福祉協議会・

　各地域の民生委員へご連絡ください。

■お問合せ

　○福祉課福祉係(内線2115、2116)

　○藤崎町社会福祉協議会　☎65ー2056

平
成
28
年
度
藤
崎
町
奨
学
生
を

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

学
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
貸
与
額(

月
額)

○
高
等
学
校
　
１
万
円

○
短
期
大
学(

高
等
専
門
校
含)

　
　
　
　
　
１
万
５
０
０
０
円

○
大
　
学
　
２
万
５
０
０
０
円

○
大
学
院
　
４
万
円

※
４
月
末(
４
～
７
月
分)

、

　
９
月
末(

８
～
12
月
分)

、

　
１
月
末(

１
～
３
月
分)

に

　
貸
与
し
ま
す
。

◆
入
学
支
度
金
貸
与
額

○
短
期
大
学(

高
等
専
門
校
含)

　
　
　
　
　
20
万
円

○
大
　
学
　
30
万
円

○
大
学
院
　
40
万
円

※
４
月
末
に
貸
与
し
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　
平
成
28
年
１
月
８
日(

金)

～

　
　
　
　
　
　
　 

　
29
日(

金)

※
申
込
用
紙
は
12
月
１
日(

火)

よ
り
学
務
課
に
て
配
布
し
ま

す
。

■
申
込
・
お
問
合
せ
　

　
町
教
育
委
員
会
学
務
課

　
☎
69
ー
５
０
１
０

　(

常
盤
生
涯
学
習
文
化
会
館
内)

◆
対
象
者

　
藤
崎
町
に
住
ん
で
い
る
方
の

子
弟
で
、
優
秀
な
学
生
・
生
徒

で
あ
っ
て
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
な
方(

在
学

中
の
方
も
含
み
ま
す
。)

◆
貸
与
条
件

①
在
学
中
の
成
績
が
平
均

　
３
・
５
以
上
で
あ
る
こ
と

②
所
得
制
限
基
準
内
で
あ
る
こ

と(

前
年
度
の
世
帯
全
員
の

合
算
所
得)

〈参考例〉

(注)年齢、世帯構成により異なります。

世帯人員 家族構成(年齢) 所得制限額

２人
親(42歳)、
子(18歳)

2,559,720円

３人
親(45歳・42歳)、
子(18歳)

3,376,020円

４人
親(48歳・42歳)、
子(18歳・15歳)

4,348,100円

５人
親(48歳・42歳)、
子(18歳・15歳・10歳)

5,243,980円

除
排
雪
に
よ
る
事
故
防
止
に

つ
い
て

　
毎
年
、
除
雪
中
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
一
人
で

の
作
業
中
の
事
故
が
多
い
の
で
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
除
排
雪
を
す
る
前
に

○
悪
天
候
時
の
作
業
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

○
暖
か
い
日
は
落
雪
が
伴
う
の
で

雪
下
ろ
し
や
軒
下
で
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
安
全
な
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う

○
命
綱
の
使
用
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

滑
り
に
く
い
靴
を
着
用
す
る
な

ど
、
安
全
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

◆
は
し
ご
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

○
は
し
ご
の
脚
元
と
先
端
部
分
を

固
定
し
、
屋
根
に
対
し
真
っ
直

ぐ
に
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
道
具
は
持
っ
て
上
ら
ず
、

ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り
上
げ
る
な
ど

消
防
だ
よ
り

東
消
防
署
北
分
署
　
5 

75
ー
３
３
３
３

安
全
な
方
法
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
雪
下
ろ
し
は
複
数
人
で
行
い 

  

ま
し
ょ
う

○
雪
下
ろ
し
作
業
は
二
人
以
上
で

行
い
、
や
む
を
得
ず
一
人
で
作
業

す
る
と
き
は
、
周
り
に
声
を
か
け
、

様
子
を
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆
無
理
な
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う

○
雪
下
ろ
し
作
業
は
重
労
働
で
す
。

十
分
な
休
憩
や
水
分
を
と
り
、
体

調
が
悪
い
時
は
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
除
雪
機
を
使
用
し
て
除
排
雪
す

る
と
き

○
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
な
服

装
で
の
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
ロ
ー
タ
ー
部
分
に
詰
ま
っ
た
雪

を
排
除
す
る
際
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
か
ら
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
合
せ
　

　
東
消
防
署
北
分
署

　
5 

75
ー
３
３
３
３

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

｢

無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ｣

①上下水道料金の冬期認定(１月～４月請求分)について

　冬期間は水道メーターの検針ができませんので、上下水道料金は認定水量で請求することになります。またそ

の過不足分は４月検針、５月請求分で精算することになります。

　冬期認定する水道料金等については、「冬期間認定水量」にてお知らせしますので、変更を希望する方は平成

28年１月４日(月)までにご連絡ください。

②漏水に注意を

　冬期間はメーター検針をしないため、漏水に気づかず５月の精算時に多額の請求になることが、例年多くあり

ます。冬期間、各ご家庭で水道メーターの確認をお願いします。

※漏水等の修理は、町指定給水設備工事業者へご連絡ください。

③メーター付近の除雪にご協力ください

　地上式水道メーターをお使いの方に対しては冬期間も検針します。メーター付近の除雪を行うなど検針員が検

針できるようご協力をお願いします。

④長期間不在の方は届出をしてください

　長期間留守にし、水道をご使用にならない方はご連絡ください。届出をすることで水道料金も発生せず、また

冬期間の漏水防止にもなります。

　届出書は町上下水道課・常盤出張所に設置してあります。また、町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/index.

cfm/7,924,26,216,html)にも掲載しておりますのでご利用ください。

■お問合せ　上下水道課　☎75－6025

上下水道課からのお知らせ

　冬期間になると、一般家庭のホームタンクや事業所のタンク・配管の破損等により、灯油などの油類が漏れ出

し、河川などに流れ出す事故が増えてきます。その多くが人為的ミスによるものです。河川は水道水、かんがい

用水などとして利用されていますので、水質事故は地域全体に影響を及ぼし、動植物にも悪影響を与えます。水

質事故の処理にかかった費用は、原因者(油を流出させた人、事業者)に負担していただく場合があります。

　一人一人が気を付けて事故を防ぎましょう。また、事故を起こした場合または発見した場合は、藤崎町役場、

消防署、警察署等へご連絡ください。

■お問合せ　住民課環境係(内線2137)

油の流出事故に十分ご注意ください

油流出事故を防ぐために

○その場を離れない・目を離さない

　ホームタンクから灯油を小分けにするときは、絶対にその場を離れないようにしましょう。

○屋根からの落雪や除雪作業に注意　屋根雪の落下や除雪作業によるタンクの倒壊、破損に注意しましょう。

○配管の破損・腐食に注意　　　　　長期間使用してきた配管の破損・腐食等に注意しましょう。

県税納税証明書の交付申請について

　官公庁の入札参加資格審査申請、建設業許可申請な
どのため、県税(法人県民税・法人事業税など)の納税
額または未納額がないことの証明書が必要な方は、次
の書類などをご準備ください。(納税して間もない場合
は、領収証書を提示してください。)
①申請書(県税部窓口にあります。または県ホームページ
　(http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/010_01nouzei.html)
　からダウンロードできます。
②納税義務者の印章(法人の場合は代表取締役印)
③本人確認ができる書類
　(運転免許証、パスポートなど写真付きの公的書類)
④手数料(１件につき青森県収入証紙400円)
※代理人申請の場合は①と④に加えて次の書類が必要
⑤委任状(申請書の「委任に関する事項」欄も使用可能)
　・納税義務者(委任者)(法人の場合は代表者)本人の自署捺
　　印のものでお願いします。※法人の場合は代表取締役印
　・申請の手続を行う者(代理人)についても代理人の
　　自署捺印をお願いします。
⑥代理人の印章および代理人の本人確認書類
　(運転免許証、パスポートなど写真付き公的書類)
　納税証明書は、納税者の皆様の大切な情報を証明す
るものですので、窓口でのご本人確認を厳正に行わせ
ていただいています。ご理解とご協力をお願いします。
　　■お問合せ　中南地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　　　☎32ー1131(内線229、279)

　生ごみの約80％が水分です。水キリをおこなうだけで、ごみの減量ができます。

　また、水キリで水分を減らすことで生ごみの臭いや、ごみ出しが重くて大変というお悩みも、解決できます。

　ごみの減量化・資源化の促進に向けて、ライフスタイルに応じた生ごみの減量にチャレンジしてみてください。

◎生ごみの水分を減らすには

①水に濡らさない工夫　　・野菜は皮をむいてから洗うことによって、余分な水分を減らせます。

　　　　　　　　　　　　・水分の少ない玉ねぎの皮や野菜くずは、直接ゴミ箱へ入れてください。

②捨てる前のひとしぼり　・水を入れたペットボトルなどを重しにし、一晩置いておくだけで水キリになります。

　　　　　　　　　　　　・ビンの底などでギュッと押ししぼると、手も汚れず簡単です。

③捨てる前に乾かす　　　・野菜や果物の皮などは、食品トレイや新聞紙などを利用し、乾かしてゴミ箱へ入れてください。

■お問合せ　住民課環境係(内線2137)

生ごみは水キリで減量効果
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年金だより

国民年金被保険者の種類

　国民年金被保険者の種類は職業などによって

３種類あり、それぞれ加入手続きなどが違います。

受　付

こんにちは 国保係 です

｢特定健診」と「特定保健指導」について
　藤崎町国民健康保険では平成25年度から平成29年度の５か年における「第２期藤崎町特定

健康診査等実施計画」に基づき、高血圧性疾患および糖尿病等生活習慣病の予防のために
「特定健診」と「特定保健指導」を実施しています。
　平成26年度実施における国への報告書がまとまりましたので、お知らせします。
　平成29年度における特定健診実施率目標値60％、特定保健指導実施率目標値60％、メタ
ボリックシンドローム該当者および予備群の減少率目標を平成20年度と比較し25％減少を
それぞれ達成するため今後も実施していきますので、健診受診等ご協力をお願いします。

区　分
計　画 実　績

対象者数 実施者数 対象者数 終了者数

動機付支援 115人 52人 113人 64人

積極的支援 83人 38人 61人 22人

保健指導計 198人 90人 174人 86人

実施率 45.0％ 49.4％

区　分 対象者数 評価者数 実施者数 実施率

計　画 3,744人 3,610人 1,805人 50.0％

実　績 3,696人 3,444人 1,561人 45.3％

■お問合せ　住民課国保年金係(内線2133・2134)

◆特定健診等受診について

　次年度分健診等(特定健診およびがん検診)の申込案内は各地区の健康推進員が平成28年２月頃毎戸に配布

します。ご自身の健康状態を確認するためにも、ぜひ健診を受けてください。

　また、健診結果により保健指導が必要な方には、町保健師が訪問等で個別指導しています。健康的な生活

を維持するために生活習慣を改善し、病気を予防しましょう。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 険 証 に 変 更 が あ っ た と き は 1 4 日 以 内 に 届 出 を !

■お問合せ　弘前年金事務所国民年金課　5 27ー1339
　　　　　　住民課国保年金係(内線2134)

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

どんな人が？
加入の

届出は？
保険料の
納付は？

第１号
被保険者

・学生
・自営業者
・農林漁業者
　など

お住まいの市 
(区)役所または町
村役場へ届出

各自が納付

第２号
被保険者

・会社員
・公務員
　など

勤め先で事業主
が届出

勤め先で納付
(給料から天引き)

第３号
被保険者

第２号被保険者
に扶養されてい
る配偶者

配偶者の勤め先
経由で届出

自己負担なし
(配偶者が加入する
年金制度が負担)

こんなとき
変更後の被保

険者の種別
届出先

20歳に

なった方

学生、自営業、無職

などである
第１号被保険者

市(区)役所

または町村役場

厚生年金保険や共済組

合等に加入している配

偶者に扶養されている

第３号被保険者
配偶者の

勤め先

現在第１号

被保険者の方

就職して厚生年金保険や

共済組合等に加入した
第２号被保険者 勤め先

結婚や減収等で厚生年金

保険や共済組合等に加入

している配偶者に扶養さ

れるようになった

第３号被保険者
配偶者の

勤め先

現在第２号

被保険者の方

会社を退職した 第１号被保険者
市(区)役所

または町村役場

退職して厚生年金保険

や共済組合等に加入し

ている配偶者に扶養さ

れるようになった

第３号被保険者
配偶者の

勤め先

現在第３号

被保険者の方

増収や離婚等で配偶者

に扶養されなくなった

第１号被保険者
市(区)役所

または町村役場

配偶者が厚生年金保険

や共済組合等に加入し

ていた会社を退職した

配偶者が65歳になり

第２号被保険者では

無くなった

就職して厚生年金保

険や共済組合等に加

入した

第２号被保険者 勤め先

配偶者が転職等で加

入する年金制度が変

わった

第３号被保険者
配偶者の

新しい勤め先

こんなときは届出を

　結婚や就職、退職などで被保険者の種類が変わったと

きは、２週間以内に手続きをする必要があります。

　対象者数は40歳から74歳までの方で、４月

１日現在の国保被保険者であり、かつ１年間を

通して国保に加入している人数。評価者数は対

象者数から年度途中での加入・脱退等異動者、

長期入院者および施設入所者等を対象外とした

人数です。

◆特定健診

◆特定保健指導

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

健康係
 カレンダー

　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

１月

すこやか健診
１月１４日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｈ26年５月～６月生

　●受　付　13:00～13:15
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、

　　　　　　栄養指導、歯科指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

１月２８日(木)【３歳児健診】

　●対　象　Ｈ24年５月～６月生

　●受　付　12:30～12:45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、耳鼻科、

　　　　　　視力、聴覚、尿検査、精神発達、

　　　　　　栄養指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

すこやか相談
１月２１日(木)【１０か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ27年２月～Ｈ27年３月生

　●受　付　9:30～9:45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

１月２１日(木)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10:00～11:00
　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル等

健康相談
１月６日(水)・２０日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　(６日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(20日）藤崎老人福祉センター

１月８日(金)・１５日(金)【傾聴サロン】

　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(８日）町文化センター

　　　　　　(15日）常盤老人福祉センター

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　４名

代表取締役　木村　悦穂

常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　50172ー65ー2210

　対象者数は特定健診の結果に基づき、特定保

健指導対象者の階層化の基準によって動機付支

援レベルと積極的支援レベルに選定された、健康

の保持に努める必要がある人数、終了者数は特

定保健指導６か月経過後の評価を経た人数です。
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藤崎町図書館
　　　　大夢
  　75－2288
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青森県南津軽郡藤崎町大字藤崎字豊岡59
☎(0172)75-3439

灯油のご注文は当店へ!!

ＪＸ日鉱日石エネルギー(株)特約店

代表　工 藤 博 文
マルトモ石油友
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企
画
展

「
～
や
っ
ぱ
り
和
が
好
き
～

　  

神 

昭
子
き
も
の
リ
メ
イ
ク
展
」

◆
日
時
　

　
12
月
２
日(

水)

～
12
月
６
日(

日)

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

︵
初
日
は
午
前
10
時
か
ら

　
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
︶

◆
休
館
日
　
会
期
中
の
休
館
な
し

◆
会　

場

　
常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

◆
入
館
料
　
無
料

◆
お
問
合
せ

　
常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　
☎
65
ー
４
５
６
７

町
の
仕
事
を
学
ぶ

「
秋
の
学
び
舎
」
開
催

　
９
月
25
日(

金)

～
27
日(

日)

、
町

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町
内
３
小

学
校
の
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
宿

泊
体
験
﹁
秋
の
学
び
舎
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。
学
び
舎
で
は
、
身
の
回
り

の
事
を
自
分
た
ち
で
行
う
ほ
か
に
、

町
内
の
職
場
を
見
学
し
、
新
聞
を
作

成
・
発
表
す
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
佐
藤
歯
科
、
ル
・
ボ
ヌ
ー

ル
、
東
消
防
署
北
分
署
、
り
ん
ご
農

園
で
見
学
・
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
各
職
場
の
仕
事
内
容

を
聞
い
た
り
、
初
め
て
見
る
機
械
な

ど
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
取
材
し
た
内
容
を
新
聞
に
ま
と

め
、
職
場
見
学
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
を
む
か
え
、
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
買
い
物
や
食
事
作
り
な
ど

身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
行
う
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
身
の
回

り
の
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
る
保
護

者
の
大
変
さ
を
学
び
、
感
謝
し
、
そ

し
て
ひ
と
ま
わ
り
成
長
し
て
無
事
活

動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
崎
公
民
館
講
座

　
　
「
も
し
も
の
時
の
救
急
法
」

　
９
月
９
日(

水)

、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
弘
前
東
消
防
署
北
分
署

の
救
命
士
を
講
師
に
招
き
、
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
突
然
起
こ
る
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え

て
、
心
肺
蘇
生
の
実
技
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
手
順
、
異
物
除
去
法
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
受
講
生
は
﹁
意
識
が
変

わ
り
ま
し
た
。
定
期
的
に
受
け
た

い
﹂
な
ど
と
話
し
、
と
て
も
充
実
し

た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

◎おはなし会開催のおしらせ
☆図書館事業「クリスマスおはなし会」

・い　　つ　１2月19日(土)　午前10時～午前11時30分

・ど こ で　ふれあいず～む館

・おはなし　わっこの会

　　　　　　テーマ：トントントン冬のおはなし やってきた！

　　　　　　　　　・「だれのあしあと」

　　　　　　　　　・「クリスマスのてんし」　ほか

・参 加 費　無料　　・対象　幼児・児童(保護者含む)

※どなたでも参加できます。お気軽にどうぞお越しください。

※定例おはなし会「おはなしのとびら」はお休みします。

☆定例おはなし会

・い　　つ　12月12日(土) 

　　　　　　午前10時～午前10時45分

・ど こ で　常盤生涯学習文化会館「児童室」

・おはなし　ときわっ子本の会

　　　　　　「クリスマスおはなし会」

　　　　　　本を見ないで、ことばだけで物語を

　　　　　　お話しします。　

・対　　象　小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、

　開始時間前までにおいでください。

◎最新着図書
☆一般図書

○「地方再生のレシピ」　　　　　　　　　　奥田 政行∥著

○「手づくり農機具アイデア集」　　　農山漁村文化協会∥編

○「英雄の書」　　　　　　　　　　　　　黒川 伊保子∥著

○「本を読む人だけが手にするもの」　　　　　藤原 和博∥著

○「娘に伝えたい おせち料理と季節のごちそう」本田 明子∥著

○「ズバリ！結婚がキマるレシピ105」　　　　主婦の友社∥編

○「図解 白内障と緑内障の正しい知識と最新治療」戸張 幾生∥著

○「うずら大名」　　　　　　　　　　　　　　畠中 恵∥著

○「頂上至極」　　　　　　　　　　　　　　　村木 嵐∥著

○「人魚の眠る家」　　　　　　　　　　　　東野 圭吾∥著

○「わが心のジェニファー」　　　　　　　　　浅田 次郎∥著

○「日本国債暴落」「確実に起きる危機」のストーリー 桐谷 新也∥著

○「運命の花びら」上・下　　　　　　　　　　森村 誠一∥著

○「青の魔法」　　　　　　　エムナ・ベルハージ・ヤヒヤ∥著

☆児童図書 　

○「こちょこちょあそび」　　　　　　きむら ゆういち∥さく

○「おんがくたいくまちゃん」　シャーリー・パレントー∥ぶん

○「クリスマスイヴの木」　　　　　　　　デリア・ハディ∥文

○「サンタクロースになるひ」　　　　　　　種村 有希子∥作

○「わいわいきのこのおいわいかい」 タチヤーナ・マーヴリナ∥絵

○「そらとぶでんしゃ」　　　　　　　　　アン  マサコ∥作

○「とうめいにんげんのしょくじ」　　　　　塚本 やすし∥作

☆郷　土　　　　　　　　　　　

○「津軽学」１０号　　　　　　　　　　津軽に学ぶ会∥発行

○「タベールだんしゃく」 　　　さかもと いくこ∥作・絵ほか

※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎秋の映画上映会開催しました
　11月１日(日)町図書館にて秋の全国読書週間企画とし

て映画上映会(上映作品：『命のビザ』六千人のユダヤ人を

救った日本領事の決断)を開催。杉原千畝さんの事実を描

いた作品を、町内外から約40名が鑑賞してくださいまし

た。当日同館では「リサイクルブックフェア」も開催してお

り、来館者は気になる本を手におのおの読書週間を楽しん

でいました。今回上映した作品は、館内にて視聴できます

ので見逃した方は是非、図書館へお越しください。「杉原

千畝関係図書」も展示中です。

◎藤崎町図書館 大
た い む

夢休館日のお知らせ
☆12月の休館日　

　７ 日(月)・14日(月)・20日(日)・23日(水・祝)・

　27日(日)・28日(月)・29日(火)・30日(水)・31日(木)

※12月27日(日)は図書整理のため休館となります。

☆年末年始休刊日のお知らせ

　平成27年12月28日(月)～平成28年１月４日(月)

　新年は１月５日(火)より開館させていただきます。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却

　ポストをご利用ください。
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ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
飛
び
入

り
も
大
歓
迎
で
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
﹁
子
ど
も
ね
ぷ

た
﹂
が
出
陣
し
ま
す
。

【
申
込
・
応
募
・
お
問
合
せ
】

○
髙
谷
和
也(

肉
の
た
か
は
る)

　
☎
75
ー
３
６
４
４

○
岩
谷
眞
佐
子(

酒
舗
岩
谷)

　
☎
75
ー
２
０
７
６

○
町
商
工
会
　

　
☎
75
ー
２
３
７
０

　
常
盤
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
で
は
、
第
12

回
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　

　
12
月
19
日(

土)

　
午
後
２
時

◆
場
　
所
　

　
常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

◆
曲
　
目
　

　
酒
よ
、
津
軽
海
峡
冬
景
色
、

　
麦
畑
、
草
原
の
輝
き
、
旅
愁
、

　
高
校
三
年
生
、
北
上
夜
曲
、

　
ふ
る
さ
と
は
今
も
変
わ
ら
ず
　
他

◆
入
場
料
　
無
料

【
お
問
合
せ
】

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
75
ー
３
３
１
１

　
愛
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
東
日
本
大
震
災
で
孤
児
遺
児
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
方
々
へ
応
援
金
を

て
い
ま
す
。

◆
日
　
時
　
12
月
24
日(

木)

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
場
　
所
　

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　(

藤
崎
保
育
所
内)

◆
対
象
者
　

　
在
宅
の
未
就
学
児
と
保
護
者

◆
締
　
切
　
12
月
19
日(

土)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
75
ー
６
１
３
１

　
藤
崎
保
育
所
　
☎
75
ー
３
３
０
５

　
青
森
財
務
事
務
所
で
は
、
各
種
会

合
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　(

交
通
費
な
ど
一
切
不
要)

◆
受
　
付

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く)

◆
講
演
テ
ー
マ
例

　
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
中
小
企
業
等
に
対
す
る
金
融
円
滑
化

　
考
え
て
み
よ
う
日
本
の
経
済
、

　
最
近
の
県
内
経
済
情
勢
　
　
な
ど

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
青
森
財
務
事
務
所
総
務
課

　
☎
０
１
７
ー
７
２
２
ー
１
４
６
１

◎
酸
化
染
毛
剤
の
特
性

　
毛
染
め
に
よ
る
皮
膚
障
害
の
多

◆
メ
ニ
ュ
ー

　
い
な
り
ず
し
・
か
ん
た
ん
春
巻
き

　
ご
ろ
ご
ろ
サ
ラ
ダ
・
け
ん
ち
ん
汁

　
フ
ル
ー
ツ
ク
リ
ー
ム
和
え

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
材
料
費
　
無
料

◆
申
込
締
切
　
12
月
15
日(

火)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
会
長
　
瓜
田
　
☎
75
ー
５
３
０
３

◆
日
　
時
　
２
月
21
日(

日)

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

◆
場
　
所
　
藤
崎
駅
通
り

※
午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で
車
両

　
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

◆
内
　
容

買
っ
て
、
食
べ
て
、
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
鍋
汁
を
決
定
し
ま
す
。

◎
自
慢
の
鍋
を
募
集
し
ま
す
！

◆
参
加
条
件
○
町
在
住
の
方

　
　
　
　
　
○
当
日
参
加
で
き
る
方

※
鍋
汁
価
格
は
各
店
１
杯
３
０
０
円

◆
出
店
参
加
料
　
２
０
０
０
円

◆
申
込
方
法
　

　
け
や
ぐ
組
事
務
局
お
よ
び
町
商
工

　
会
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を
添
え

　
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
　

　
平
成
28
年
１
月
８
日(

金)

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し

　

た
い
方
大
募
集

　
公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26
年
か

ら
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受

け
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
経
営
規
模
の
縮
小

を
検
討
す
る
貸
付
希
望
者(
出
し
手)

か
ら
機
構(

支
援
セ
ン
タ
ー)

が
農
地

を
借
り
入
れ
、
規
模
拡
大
し
た
い
借

受
希
望
者(

受
け
手)

に
、
ま
と
ま
っ

た
農
地
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

　
借
受
希
望
者(

受
け
手)

は
事
前
の

応
募
が
必
要
で
、
申
込
み
は
機
構

(

支
援
セ
ン
タ
ー)

の
ほ
か
、
役
場
農

政
課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

(

５
月
末
お
よ
び
10
月
末
に
取
り
ま

と
め
翌
月
に
公
表
さ
れ
ま
す
。)

　
ま
た
、
農
地
を
機
構
に
貸
し
た
い

貸
付
希
望
者(

出
し
手)

に
つ
い
て
も

同
様
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
か
ら
、
す
で
に
締
結

さ
れ
た
農
作
業
受
委
託
契
約
を
賃

貸
借
に
切
り
替
え
る
場
合
は
、
農

作
業
受
託
し
て
い
た
受
け
手
を
優

先
す
る
よ
う
貸
付
ル
ー
ル(

事
業

規
程)

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】

　
農
政
課
農
政
係(

内
線
２
２
４
５)

　
公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
ー
７
７
３
ー
３
１
３
１

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
の

お
知
ら
せ

第
12
回
常
盤
大
正
琴

サ
ー
ク
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
平
成
27
年
の
叙
勲
受
章
者
は
、
次

の
方
々
で
す
。

◎
春
の
叙
勲

　

瑞
宝
単
光
章(

消
防
功
労
）

　
石
澤
　
英
徳
　
氏(

水
木
︶

◎
第
25
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

瑞
宝
単
光
章(

防
衛
功
労
）

　
髙
木
　
清
美
　
氏(

榊
︶

　
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
い
た
各
氏
の
功

績
を
た
た
え
、
受
章
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

　
12
月
23
日(
水
・
祝
︶
午
前
11
時

◆
場
　
所
　
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
会
　
費
　
４
０
０
０
円

︵
受
章
者
へ
の
記
念
品
代
含
む
︶

◆
申
込
締
切
　
12
月
14
日(
月)

※
会
費
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
総
務
課
庶
務
係

　(

内
線
２
２
０
２
・
２
２
０
４)

◎
「
主
食
・
主
菜･

副
菜
そ
ろ
え
て

　
　
　
　
　
　

バ
ラ
ン
ス
ご
は
ん
」

◆
日
　
時

　
12
月
24
日(

木)

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場
　
所

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
２
階
実
習
室

◆
対
　
象
　
小
学
生
と
保
護
者

　(

子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ)

役場（575－3111） 常盤出張所（565－2111） 上下水道課（575－6025） 教育委員会　　(569－5010） ずーむ館（575－2288） 常盤生涯学習文化会館（565－3100） 町文化センター（575－3311） お知らせi n f o r m a t i o n

く
は
接
触
皮
膚
炎
で
、
そ
の
直
接
的

な
原
因
は
ヘ
ア
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
剤
で

す
。
ヘ
ア
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
剤
の
中
で

も
酸
化
染
毛
剤(

ヘ
ア
カ
ラ
ー
、
ヘ

ア
ダ
イ
、
白
髪
染
め
、
お
し
ゃ
れ
染

め
、
ア
ル
カ
リ
カ
ラ
ー
等
と
呼
ば
れ

る)

は
、
ほ
か
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
剤

と
比
べ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
接
触
皮
膚

炎
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
で
す
。

◎
染
毛
剤
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

　
こ
れ
ま
で
に
毛
染
め
で
異
常
を
感

じ
た
こ
と
の
な
い
人
も
、
継
続
的
に

毛
染
め
を
行
う
う
ち
に
ア
レ
ル
ギ
ー

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
度
目

の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
軽
か
っ
た
場

合
も
、
治
ま
っ
た
後
に
再
度
使
用
す

れ
ば
、
症
状
が
重
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

頭
皮
だ
け
で
な
く
、
顔
や
首
に
も
皮

膚
症
状
が
広
が
り
、
日
常
生
活
に
支

障
を
来
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
対
応
策

　
酸
化
染
毛
剤
を
使
用
す
る
際
は
、

事
前
に
セ
ル
フ
テ
ス
ト
を
行
い
、
か

ゆ
み
、
赤
み
、
痛
み
な
ど
の
異
常
を

感
じ
た
場
合
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
接

触
皮
膚
炎
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

使
用
を
止
め
る
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
な
ど
適
切
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
】

　
弘
前
市
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
34
ー
３
１
７
９

　
リ
ン
ゴ
生
産
者
や
リ
ン
ゴ
産
業
関

係
者
、
一
般
市
民
を
対
象
に
、
リ
ン

ゴ
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　

　
12
月
13
日(

日)

　
午
前
９
時
50
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
　
所
　

　
平
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
受
講
料
　
無
料

※
﹁
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
﹂
認

　
定
講
座

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
平
川
市
経
済
部
農
林
課

　
☎
44
ー
１
１
１
１(

内
線
２
１
７
５)

　
郵
政
民
営
化(

平
成
19
年
10
月
１

日)

よ
り
前
に
郵
便
局
に
お
預
け
い

た
だ
い
た
定
額
郵
便
貯
金
・
定
期
郵

便
貯
金
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

満
期
後
20
年
２
か
月
経
つ
と
お
客
様

の
権
利
が
消
滅
し
、
払
い
戻
し
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
払
い
戻
し

の
お
手
続
は
、
最
寄
の
郵
便
局
や
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
で
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。
併
せ
て
簡
易
生
命
保
険
の
満

期
日
も
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・

　
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構

　
☎
０
３
ー
５
４
７
２
ー
７
１
０
１

お
贈
り
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
対
象
者

　
次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

　
①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
直
接
的
、

　
　
間
接
的
な
理
由
で
ご
両
親(

の

　
　
ど
ち
ら
か)

、
ま
た
は
保
護
者

　
　
を
亡
く
さ
れ
た
方

　
②
平
成
28
年
年
３
月
31
日
時
点
で

　
　
18
歳
以
下
の
方

　
　(

定
時
制
高
校
生
は
19
歳
も
可)

◆
応
募
方
法
　

　
愛
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w

w
w

.

　a
ic

h
ib

o
ra

se
n
.o

rg
/o

u
e
n
k
in

_

　b
o
s
h
u
2

0
1

5
)

で
申
込
用
紙
を

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

　
記
載
の
上
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

　
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
　

　
平
成
28
年
３
月
末
日(

消
印
有
効)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
〒
４
５
６
ー
０
０
０
６

　
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
区
沢
下
町

　
８
ー
４
　
愛
知
私
学
館
内

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
被
災
者
応
援

　
愛
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０
ー
４
５
３
０
ー
３
１
１
７

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

叙
勲
受
章
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
す

「
第
７
回
な
べ
ワ
ン-

グ
ラ
ン
プ
リ

in
停
車
場
通
り
」
を
開
催
し
ま
す

農
地
の
借
受
・
貸
付
希
望
者
の

受
付
中

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第

１
学
期(

４
月
入
学)

の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
な
お
、
出
願
期
間
は
平
成
28
年
３

月
20
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
資
料
請
求(

無
料)

・
お
問
合
せ
】

　
〒
０
３
６
ー
８
５
６
１

　
弘
前
市
文
京
町
３
コ
ラ
ボ
弘
大
７
階

　
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
38
ー
０
５
０
０

　
〒
０
３
９
ー
１
１
０
２

　
八
戸
市
一
番
町
１
ー
９
ー
22

　
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
☎
０
１
７
８
ー
７
０
ー
１
６
６
３

　
女
性
の
職
場
で
の
活
躍
を
推
進
す

る
た
め
、
﹁
女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
﹂

が
成
立
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

新
法
の
説
明
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
な
ど
を
内
容
と
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　

○
青
森
会
場

　
12
月
９
日(

水)

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

震
災
孤
児
遺
児
応
援
金
給
付

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

○
弘
前
会
場

　
12
月
15
日(

火)

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
　
所
　

○
青
森
会
場

　
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
　
カ
メ
リ
ア

○
弘
前
会
場

　
弘
前
商
工
会
議
所
会
館
　

　
大
ホ
ー
ル

◆
定
　
員
　

○
青
森
会
場
　
１
２
０
名

○
弘
前
会
場
　
１
３
０
名

◆
対
象
者

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
青
森
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
４
２
１
１

お
や
こ
料
理
教
室
の

お
知
ら
せ

弘前市代官町通り
（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 33 - 5016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会

て　ん し ょ う ど　う

の

てんちゃん

てんてんてん

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

講
師
派
遣
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

毛
染
め
に
よ
る
皮
膚
障
害

に
つ
い
て

弘
前
大
学
公
開
講
座

「
リ
ン
ゴ
を
科
学
す
る
」

郵
便
貯
金
や
簡
易
生
命
保
険

の
満
期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

女
性
活
躍
推
進
法
説
明
会
の

ご
案
内
に
つ
い
て
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町の人口と世帯数

10月31日現在 前月比

人口　男 7,238人 ＋２

　　　女 8,248人 －12

合計 15,486人 －10

世帯 5,880世帯 ＋１

窓籍戸 の １０月届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　(

　
︶
内
保
護
者

西
豊
田
三
　
三
浦
　
光み

つ

と翔
︵
光
浩)

木
挽
町
　
福
田
　
悠ゆ

づ

き月
︵
憲
生)

東
　
町
　
平
澤
　
亜あ

こ幸
︵ 

誠  )

下
俵
舛
　
福
士
　
蒼そ

ら空
︵
達
也)

東
　
町
　
小
山
　
紗さ

ら生
︵
順
哉)

み
つ
や
　
小
杉
　
俊し
ゅ
ん
ぺ
い

平
︵
俊
之)

西
豊
田
三
　
中
畑
　
大だ

い

ご吾
︵
信
二)

水
　
木
　
小
山
内
　
詩う
た

︵
忠
尚)

み
つ
や
　
今
井
　
志し

お

ん音
︵
礼
大)

下
　
町
　
川
村
　
茉め

い依
︵
洸
太)

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

林
　
崎
　
成
田
　
き
せ
︵ 

90 )

久
井
名
舘
　
一
戸
　
さ
ま
︵ 

101 )

葛
　
野
　
野
呂
　
公
子
︵ 

57 )

西
豊
田
三
　

池
　
ま
さ
︵ 

90 )

藤
　
越
　
下
山
　
光
代
︵ 

80 )

福
　
島
　
古
川
　
ミ
サ
︵ 

96 )

仲
　
町
　
幸
田
　  

寬  

︵ 

88 )

水
　
木
　
横
山
　
ヒ
サ
︵ 

92 )

徳
　
下
　
駒
井
　  

新  

︵ 

82 )

　
榊
　
　
松
谷
　
龍
雄
︵ 

51 )

※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、
届
け
出
の
時
に
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

あ と が き

　ついに12月を迎え、雪が降る季節がやってきてしまいました。除雪

のこともあり、今よりも早く起きなければならないわけですが、今で

もギリギリなのに果たしてそれができるかどうか…。 (S)

(10月31日現在)

10月中 前年比 年間累計 前年比

件数 363件 － ２ 3,086件 －285

死者 ４人 － ５ 33人 －８  

傷者 421人 － 38 3,817人 －358

県内の交通事故概況

　白菜が最もおいしい季節は霜が降りる頃から 2 月頃になります。その頃白菜はギュッと結球し、甘味を蓄え、よりおいし

くなります。選ぶポイントはしっかりと上が閉じていてずっしりと重いものがいいです。緑の外葉がついたままの方がよく、

葉がシャキッと生き生きしたものを選びましょう。白菜は切ってからも成長を続け、断面が膨らんでくるので、カットされ

ているものを選ぶときは、断面が平らなものを選びましょう。

　白菜の成分はほとんどが水分ですが比較的、カリウムやカルシウムなどのミネラルが豊富です。また、ビタミン類の量は

それほど多くはないがバランスよく含まれています。

■お問合せ　福祉課健康係
　　　　　　( 内線 2122)

１日３食、野菜を食べよう！

旬を味わう「白菜とえびのとろみ煮」
■材料 ( ２人分 )

　・むきえび　160g　・酒　大さじ 1/2(7.5ml)　・白菜　150g

　 ・エリンギ　40g　・生姜　1/2 かけ (6g)　・サラダ油　大さじ 1/2(6g)

　(A) 調味料

　・水　2/3 カップ（130ml）　・酒　大さじ 1/2（7.5ml）

　・とりがらスープの素顆粒 小さじ 1/2（1.5g） ・塩小さじ 1/6（1g）

　・砂糖　小さじ 1/3（1g）

　(B) 水溶き片栗粉

　・かたくり粉　小さじ１（3g）　・水　小さじ 2（10ml）

■作り方

① (A) の調味料を混ぜ合わせておく。

②えびは酒をふっておく。

③白菜は一口大のそぎ切りにし、エリンギは 5mm 厚さの斜め切りにする。生姜はせん切りにする。

④鍋に生姜、サラダ油を入れて熱し、香りがたってきたら②をさっと炒めて皿にとる。

⑤④の鍋で白菜、エリンギの順に加えて炒める。

⑥全体に油がまわったら①の調味料を加え、白菜がしんなりするまで煮て④のえびを加える。

⑦一煮立ちしたら（B）の水溶き片栗粉を加えてとろみをつける。

＊片栗粉でとろみをつけるときは必ず煮立たせること。そうしないと冷めたとき分離して水っぽくなります。

＊えびの代わりにいかや豚肉、エリンギの代わりに舞茸や生しいたけ、しめじでもよい。

12月の町税等の納期

納期限は１月４日(月)です

●介護保険料　　　　　　　第６期

●後期高齢者医療保険料　　第６期

●国民健康保険税　　　　　第６期

ふじさキッチン


